
事業計画（見通し）
令和 7 年 4 月 1 日

計画の名称 (仮称)鈴鹿市における上水道施設の耐震化と災害時の代替性・多重性の確保（重点）
計画の期間 令和 年度　～ 令和 年度 （ 4 年間） 重点配分対象の該当 〇
交付対象 鈴鹿市
計画の目標

全体事業費 （百万円） 合計（A＋B+C+D） A B C D 効果促進事業費の割合C/（A+B+C+D） ％

計画の成果目標（定量的指標）
定量的指標の現況値及び目標値

定量的指標の定義及び算定式 当初現況値 中間目標値 最終目標値
（R8当初） （R11末）

重要施設配水管の耐震化率の向上（鈴鹿市の下水道処理区域内の重要施設管路の耐震化率を向上させる。）
1 28 ％ --- 45 ％

耐震管路延長（ｍ）／重要施設管路総延長（ｍ）
重要施設配水管の耐震化率の向上（鈴鹿市の下水道処理区域外の重要施設管路の耐震化率を向上させる。）

2 23 ％ --- 23 ％

耐震管路延長（ｍ）／重要施設管路総延長（ｍ）

備考等 個別施設計画を含む 国土強靭化を含む 定住自立圏を含む 連携中枢都市圏を含む

・ （国土強靭化地域計画名） に基づき実施される要素事業：A002-001～A02-006全て 【 ※防災・安全交付金の整備計画にのみ記載 】
※　未供用管は耐震管延長に含まない。

　鈴鹿市水道ビジョン2018で掲げる「大規模の災害に備えるための安全・安心の構築」を基本方針として、南海トラフ地震に備えて被災すると極めて大きな影響を及ぼす急所施設や
避難所等の重要施設に接続する水道管路の耐震化を計画的・重点的に進めることにより災害に強く持続可能な上下水道システムの構築を目指す。
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A 基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業者 種別1 種別2 要素となる事業 事業内容 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

番号 種別 種別 対象 間接 （ 事業箇所 ） （ 延長・面積等 ） R08 R09 R10 R11 （ 百万円 ） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果
備考

水道事業 A- 水道 一般 鈴鹿市 直接 鈴鹿市 管路 - DCIPφ400 鈴鹿市 ■ ■ ■ ■ 280 - -
001 水道 L=1.2km

A- 水道 一般 鈴鹿市 直接 鈴鹿市 管路 - DCIPφ300 鈴鹿市 ■ ■ ■ 220 - -
002 水道 L=0.85km

A- 水道 一般 鈴鹿市 直接 鈴鹿市 管路 - DCIPφ300 鈴鹿市 ■ ■ 100 - -
003 水道 L=0.4km

市町村名／

港湾・地区名

住吉南玉垣配水管
（重要施設配水管）

東旭が丘五丁目配水
管

（重要施設配水管）

住吉御薗配水本管
（重要施設配水管）

基幹事業（大）



事業計画（概要図）
令和 7 年 4 月 1 日

計画の名称 (仮称)鈴鹿市における上水道施設の耐震化と災害時の代替性・多重性の確保（重点）
計画の期間 令和 年度　～ 令和 年度 （ 4 年間） 交付対象 鈴鹿市

～ 凡例 ～

配水池

避難所等

重要施設配水管路

更新予定路線
（R8～R11）
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A-001 重要施設配水管路

住吉配水池～（避難所：郡山小学校）

住吉御薗配水本管

L=1200m DCIPφ400

A-002

重要施設配水管路

住吉配水池～（避難所：鈴鹿市上下水道局）

住吉南玉垣配水管

L=850〇ｍ DCIPφ300

A-003

重要施設配水管路

住吉配水池～（避難所：旭が丘小学校）

東旭が丘五丁目配水管

L=400m DCIPφ300


